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５）牛がよろけた 

 

⑰胴締めをした牛の搾乳作業が終了しミルカを外したところ、牛が倒れかかってきて 

 柵との間に挟まれた 

       （平成22年 10月 午前7時頃、繋ぎ飼い牛舎・対頭式、女性・51歳） 

 繋ぎ飼い牛舎内で蹴り防

止用の胴締めを付けた牛の

搾乳が終わりミルカを外し

たところ、その牛が突然、

本人の方に倒れかかってき

て柵のパイプとの間に挟ま

れ、胴締めのハンドルが胸

にぶつかった。 

 救急車で病院に行き、肝

臓が傷ついていることが確

認され、即日入院。肝臓損

傷、入院 10日、通院 2日。 

 日常生活や農作業には支

障はないが、時折、ちくり

とする痛みが走ることがある。治療費については、労災保険と JA 共済に加入していたので

補填されたが、入院中の労働力確保のため、ヘルパーを雇ったので、その費用が嵩んだ。 

 

＊事故原因  

 胴締めをしていると足が上がらないため、バランスを崩しやすい。牛は横臥しようとし

たが後ろ足が拘束されていたのでバランスを崩した可能性がある。 

 当該の牛は、蹴り癖というよりも人に寄ってくる癖のある牛であったことから、身体を

寄せようとしたが、後ろ足が拘束されていたためバランスを崩したとも考えられる。 

 ご本人は就農してから 23年であり、牛を扱う経験は豊富であり、事故当時の体調が精神

状態にも問題はなかった。 

 

 この牧場では、乾乳間近の牛（泌乳期間が終了間近の牛）は乳量が低下するため、ティ

ートカップを蹴り外そうとすることが多い。また、初産牛は搾乳を怖がり、ティートカッ

プ装着時に蹴ることが多いので、用心のためにすべての牛に胴締めを装着して搾乳作業を

行っている。通常は、蹴る危険性の高い牛だけに胴締めを装着するのが普通だが、装着の

必要性が低い牛への装着が招いた結果とも考えられる。 

 ご本人は退院後、乾乳牛（泌乳期間が終了し、次の出産を控えた牛）が数頭入っている

パドックで治療が必要な牛を獣医師が診察中、普段から本人にだけ挑戦的な態度をとる乾

乳牛に患部の胸を頭突きされ、全治半年の大ケガ（胸骨骨折）を負った。いつも奥さんに

だけ頭突きする牛だったので、乾乳期を迎えてもパドックに放さないよう夫（経営者）に
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言っていたが、妻が入院中に乾乳を迎えたので、つい忘れてパドックに放していた。 

 牛には、群れの中での序列があると言われている。新たに群れに入ってきた牛がいると

序列が拮抗する牛との間で頭突きをし合って序列を決める習性がある。相手が人間であっ

ても同様の行動をとる牛がいることが多くの牧場で報告されている。 

 

 

⑱乳房炎の牛に片胴締めをして搾乳しようとして牛がよろけ、柱との間に挟まれ 

 肋骨多数骨折         （平成23年 9月 午後7時頃、牛舎、男性・75歳） 

 ５歳牛で夕方の搾乳中、４個の乳房のうち、右後乳房にわずかに傷があり、そこで胴締

めの半分のものを左側半分に嵌めたところ（半締め）、牛は左後ろ足をあげようとしたが

あがらずよろけ、搾乳者側に倒れかかり、横にあった柱と牛体との間に挟まり、胸を挟ま

れた。 

 とにかく、立ち上がることができず、4～5m 先に奥さんがおられ、飛んで来られた。近

くのリハビリ病院に午後８時頃到着、しかし、処置ができないくらいの重症との事ですぐ

に総合病院に転院、午後９時頃到着。一泊のみして、次の日は戻った。その後別の病院に

移った。左右肋骨多数骨折。 

 

＊事故原因 

 この牛は、全く暴れ牛ではな

く、警戒をしていなかった。た

またま、乳房が怪我をしていた

ので、初乳以来５年ぶりに胴締

めをされて、牛自身違和感があ

り、足を上げたと考えられる。 

 ご本人曰く、「暴れる牛より、

暴れない牛が問題」との事。つ

まり、暴れる牛は、世話する者

自身が、いつ襲ってくるか分か

らないと、身構えているので、

常に逃げる心構えが出来ている

が、おとなしい牛はには全く心

構えができていなく、不意打ちをくらうようなもの、とのこと。 

 また、この牛は胴締めの経験も久しぶりで、違和感があり、足を上げたとき、胴締めが

あり上がらず、ふらついたため倒れかかったと思われる。毎日、胴締めをする酪農家もあ

るが、このように必要な時だけ胴締めする場合は過去歴の記録が大切で、久しぶりの場合

要注意、ということであろうか。 

 

 

 

 



- 194 - 

⑲スタンチョンに牛をかけようとして、牛がよろけて首がスタンチョンにぶつかり、 

 スタンチョンを持っていた右手にスタンチョンのナットが引っかかって裂傷 

      （平成24年 10月 午前9時半頃、繋ぎ飼い牛舎・対尻式、男性・60歳） 

 体調の悪い牛がいたので獣医

に連絡を取った。その牛がいる

牛床のスタンチョンの下側の止

め具が壊れていたので、治療に

支障があってはいけないと思

い、その牛にモクシをかけてロ

ープで飼槽側の柱に繋いでお

き、獣医が来る前に修理してい

た。 

 修理が終わったので牛を立た

せて、ロープをほどいて牛の首

をスタンチョンにかけようとし

たとき、牛がよろけて首をスタ

ンチョンにぶつけた拍子にスタ

ンチョンが開き、スタンチョン

を持っていた右手がスタンチョ

ンのナットの角に引っかかって

裂傷を負った。 

 妻に車で病院に連れて行って

もらい、７針の縫合施術を受け

た。労災保険等に加入している

が、まだ治療中なので申請はし

ていない。通院 10日。 

 

 

＊事故原因 

 牛がよろける予測が全く付かなかった。また、ケガを負うまでスタンチョンのナットの

存在を気にしたことがない。本来ならスタンチョンの付け外し作業で把持する部分である

にもかかわらず、丸頭ネジを使うなどの配慮が必要。 

 ゴム製の手袋をしていたにも関わらず、傷が酷かった。手袋をしていなかったら、もっ

と酷くなっていた恐れがある。 

 ご本人曰く、「獣医に診察してもらうのに牛をスタンチョンにかけていた方が具合がよ

いと判断しての行動であったが、ロープで柱に係留した状態のままでも問題はなかった」

とのこと。今後、同様のことがあったら、無理してスタンチョンに係留しないことにして

いる。 
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⑳競りに出す仔牛をトラックに積み込む時、左後方から押していた牛が、よろけるよ 

 うに後退し、右足に仔牛の脚が乗りかかり、膝の靱帯負傷 

               （平成24年 5月 午前6時頃、畜舎前、男性・63歳） 

 朝 4時 30に起床して、5時から競り市場に持って行く 10ヶ月くらいの仔牛（300kg）を

4tトラックに積み込む作業をしていた。 

 息子（30 歳）と共にトラックに引いて上げようとしたが、牛に嫌がられたため、自分は

後ろに回り、左後方から牛を押した。トラック荷台に入ったと思った瞬間、牛がよろける

ような感じで後退し、自分の方に乗りかかってきて、牛の左脚が自分の右足に当たり膝の

靱帯が伸びた。 

 事故直後は、膝がぐらつかな

いように、膝周辺にタオルを巻

いて、積み込み作業を継続した。

息子は一人でトラックを運転し

市場へ行った。 

 膝がカクカクするので、自分

で車を約 20 分運転して整形外

科医院を受診。右膝内側側副靭

帯が伸びていた。ギブスは、自

分で購入して装着した。 

 

＊事故原因 

 6～7 頭積み込んで、残り 3 頭の時であった。2 頭は自分の家の牛、8 頭は他家の牛を搬

送する予定であった。いつもは、10～12 頭運んでいる。 

 身体は作業に慣れてきていた。牛の真後ろに立つと危険であることは承知していたので、

左後方から押していた。右足はトラックの煽りの上にあり、左足は地面に付けていた。 

 煽りの表面には 25cm間隔で高さ 2～3cmの滑り止めの板は付いている。右足が煽りの上

で滑れば事故にならなかった。春で滑りにくかった。牛は煽りから落ちないで、トラック

に戻った。 

 他人の牛で、ロープをかけても飛んだりはねたりしている牛だった。普段から手をかけ

ているとちゃんとトラックに乗る。また、積み込みのための安全柵を作るなど、環境を整

えることが必要。 

 馬は、子供の時に群れにして、秋に集団で捕まえる時、狂ったようになるものがいる。

放牧していると、馬（牛）は人間を恐怖に感じて蹴ったりかんだりするのがいる。 

 近所は高齢者が多く、現状では、あと 5年で地域は崩壊する。後継者のいる農家は 1軒

だけである。なお、事故時の服装は Gパン、つなぎ、長靴、タオルのはちまき、作業用革

手袋。 
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㉑搾乳中、牛がよろけて倒れかかり、その際、柱に腕が当たり、骨折 

                 （平成21年 5月 11時頃、牛舎、男性・66歳） 

 朝、７時半から搾乳の作業を開始、11 時頃、最後あたり、（牛舎左手、入り口から、３

頭目の搾乳をしようとした時、左に寄っていた牛がよろけて右に傾き、右側にいた本人を

押し倒すようにぶつかってきた。倒れないようによろけつつ、腕を上げた位置に柱があり、

右手前腕をぶつけた。バキンと音がしたようだった。 

 ぶつかった当座は痛いとは思ったが、まさか折れているとは思わなかった。腫れてきた

ので湿布していた。２～３日湿布したりしてそのまま放置していたが、痛みが引かないの

で、かかりつけ医の内科医院を受診。折れている可能性があると言われ、紹介状を持って

総合病院を受診。そのままでもくっつく可能性があると言われ、入院せずに固定のみをし

て 20日間経過観察。しかし、よくならず結局手術をした。入院８日間。右腕尺骨骨折。 

 現在金具が入っている。金具は取ってもいいと言われているが、その間また入院をしな

ければなず、牛の世話ができないので、牛をやめたときに金具を取ることにしている。現

在、腕をぶつけたりすると、痛みが響く。 

 

＊事故原因 

 「牛のいる限り、事故はつきもの」との意識が強い。また、一端怪我をしても、生き物

がいる限り、治療をゆっくりしておれない。また、ヘルパーが来ても必ずしも流れが分か

っている訳ではなく、牛の慣れもあるので簡単ではない。 

 今回の怪我の根治も牛をやめた時と決めているとのこと。 

 調査は 11時過ぎで、牛舎内での撮影をお願いしたところ「牛の休憩時間なので、今は入

らないでください」と言われた。このように牛の休憩時間まで言及され、牛のストレスに

細かく配慮されている言葉を聞いたのは初めての経験であった。 
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（６）その他 

 

㉑牛舎から脱走しようとした牛の右肩を殴ったところ、右手を痛めた 

        （平成24年 7月 午前9時頃、教育研修機関の牛舎、女性・19歳） 

 育成牛を飼養しているフリーストール牛舎の牛をパドックに移動させて牛舎内の除ふん

作業をしていた。作業後に１頭がパドックから牛舎を通って外に逃げだそうとしたので先

回りして止めた。今度は牛舎内を元来た方向に戻って牛床に横臥したので、牛の右肩を力

一杯殴ったところ、右手薬指の付け手を痛めた。 

 しばらくしたら痛みが和らいだので午前中はそのまま作業を続けたが、午後になり腫れ

てきて手が握れなくなったため、車で病院へ連れて行ってもらった。右手薬指打撲。通院

は１回だけだったが、いまだに手に違和感が残っている。日常生活や作業には支障はない。 

 

＊事故原因  

 脱走癖がある育成牛（生後 12 カ月以上）であり、牛舎で姿を発見したときには「またか」

という思いでイライラしてしまった。本人曰く、「すぐにカッとなりやすい性格」とのこ

とで、後先を考えずに素手で殴ってしまった。事故以降、自重して作業するよう心がけて

いる。 

 ちなみにその後、その牛の脱走癖はなくなり、従順になったという。12 カ月以降だと牛

体はかなり大きくなり、人間が殴ったくらいではビクともしないはずであるが、ご本人の

剣幕に気圧されたのではないかと考えられる。群とともに行動するよう躾するには、育成

時に行う必要性が考えられた。パドックの出入口には電気牧柵を設けていたが、抜け出る

隙があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


